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　４月26日（日）、令和８年度春季消防演習が開催され、村内の消防団員約200名が一堂に会し、日頃の訓練の
成果を披露しました。この演習は災害に備えた消防力の確立を目的として毎年行われており、今年も規律訓練
を行い、参加した消防団員は改めてそれぞれの動きや連携の確認を行いました。

令和８年度

春季消防演習

　令和７年度の消防団活動に対して、以下のとおりの方々が消防庁長官表彰をはじめとする、各章を受章さ
れました。受章された皆さん、日頃より消防団活動にご尽力いただきまして、誠にありがとうございます。

戸沢村消防団表彰者 （敬称略）

【
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達
】

　
＊
永
年
勤
続
功
労
章

第
四
分
団
副
分
団
長	

秋
葉　
健
一　

　
＊
永
年
勤
続
退
団
者

本
部
分
団
長	

伊
藤　
悟　
　

第
一
分
団
第
三
部
第
一
班
団
員	

荒
川　
勝
美　

第
四
分
団
第
一
部
第
一
班
団
員	

鈴
木　
義
也　

第
四
分
団
第
一
部
第
二
班
班
長	

安
食　
正
喜　

第
四
分
団
第
二
部
第
一
班
団
員	

今
坂　
謙
太
郎

【
山
形
県
知
事
表
彰
伝
達
】

　
＊
金
条
章	

　
第
四
分
団　
　

　
＊
特
別
功
労
章

第
三
分
団
副
分
団
長	

深
田　
陽
介　

第
四
分
団
第
一
部
部
長	

早
坂　
智
裕　

　
＊
功
労
章

第
一
分
団
副
分
団
長	

早
坂　
健　
　

第
一
分
団
第
二
部
部
長	

髙
橋　
涼　
　

第
三
分
団
第
二
部
部
長	

早
坂　
剣　
　

　
＊
功
績
章

第
一
分
団
第
三
部
部
長	

髙
橋　
潤　
　

第
二
分
団
第
一
部
部
長	

荒
川　
翔
平　

第
二
分
団
第
三
部
部
長	

松
田　
洋
平　

第
三
分
団
第
一
部
部
長	

斎
藤　
恭
平　



● 3 ●

2 0 2 6 . 6 . 1  N o . 6 5 5

　
＊
優
功
章

第
三
分
団
分
団
長	

門
脇　
孝
博　

第
一
分
団
副
分
団
長	

早
坂　
健　
　

第
一
分
団
第
二
部
部
長	

髙
橋　
涼　
　

　
＊
精
励
章

第
二
分
団
副
分
団
長	

青
柳　
叔
典　

第
二
分
団
第
三
部
部
長	

松
田　
洋
平　

第
三
分
団
第
二
部
部
長	

早
坂　
剣　
　

第
一
分
団
第
一
部
第
一
班
班
長	

加
藤　
拓
人　

【
戸
沢
村
長
表
彰
】

本
部
分
団
長	

伊
藤　
悟　
　

第
一
分
団
第
三
部
第
一
班
団
員	

荒
川　
勝
美　

第
四
分
団
第
一
部
第
一
班
団
員	

鈴
木　
義
也　

第
四
分
団
第
一
部
第
二
班
班
長	

安
食　
正
喜　

第
四
分
団
第
二
部
第
一
班
団
員	

今
坂　
謙
太
郎

【
戸
沢
村
消
防
団
長
表
彰
】

　
＊
優
良
消
防
団
員

本
部
班
長	

髙
橋　
裕
美　

第
一
分
団
第
一
部
第
二
班
団
員	

小
角　
崇
祥　

第
一
分
団
第
一
部
第
二
班
団
員	
横
山　
廉
斗　

第
一
分
団
第
二
部
第
二
班
団
員	

髙
橋　
祐
伍　

第
一
分
団
第
三
部
第
二
班
団
員	

石
塚　
裕　
　

　
＊
精
錬
章

第
二
分
団
第
二
部
部
長	

佐
藤　
良
美

第
一
分
団
第
一
部
第
二
班
班
長	

星
川　
友
己

第
二
分
団
第
一
部
第
二
班
班
長	

早
坂　
貴
之

第
三
分
団
第
二
部
第
二
班
班
長	

池
田　
一
政

本
部
団
員	

安
食　
江
里

　
＊
永
年
勤
続
退
団
者
（
20
年
以
上
退
団
者
）

本
部
分
団
長	

伊
藤　
悟　

第
四
分
団
第
一
部
第
一
班
団
員	
鈴
木　
義
也

第
四
分
団
第
一
部
第
二
班
班
長	

安
食　
正
喜

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達
】

　
＊
精
績
章

第
四
分
団
分
団
長	

早
坂　
孝
之

　
＊
永
年
勤
続
功
労
章
30
年

第
四
分
団
第
一
部
第
一
班
団
員	

横
山　
剛　

【
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

　
＊
永
年
勤
続
章
30
年

第
四
分
団
第
一
部
第
一
班
団
員	

横
山　
剛　

第
四
分
団
第
一
部
第
三
班
団
員	

早
坂　
博
行

【
山
形
県
消
防
協
会
最
上
支
部
長
表
彰
】

　
＊
銀
条
章

	

第
三
分
団
第
二
部

第
二
分
団
第
二
部
第
二
班
団
員	

鈴
木　
祥
平

第
二
分
団
第
二
部
第
二
班
団
員	

岡
田　
琉
音

第
二
分
団
第
三
部
第
二
班
団
員	

増
山　
聖
汰

第
四
分
団
第
一
部
第
一
班
団
員	

鈴
木　
弘
喜

第
四
分
団
第
二
部
第
三
班
団
員	

田
中　
寿
幸

　
＊
機
械
器
具
管
理
優
良
章

	

第
一
分
団
第
一
部
第
一
班

	

第
三
分
団
第
一
部
第
三
班

　
　
　
※
階
級
は
令
和
７
年
度
の
階
級
と
な
り
ま
す
。

　　



● 4 ●

村の将来像●最上川・笑顔・いきいき・夢あふれる故郷（ふるさと）戸沢村

今月の一枚今月の一枚今月の一枚今月の一枚

　４月25日（土）から26日（日）の２日間、小真木原つ
るしんアリーナにて、「第76回西川杯中学校バレーボール
大会」が開催されました。 
　戸沢学園・鮭川中学校バレーボール部は、初日をシード
で順調に勝ち進み、２日目も強みの攻撃を活かしたプレー
で見事優勝を掴み取りました。 
　戸沢としては17年ぶり、鮭川との合同チームとしては初
優勝の快挙となりました。 
　今後も中総体へ向けて益々のご活躍を期待しております。

　柔道以外にも、さまざまな活動や種目を取り入れて稽古に励
む戸沢道場。令和８年度は、新庄市教育委員会　平賀真人先生
の「合気道教室」で、体の使い方を学び幕を開けました。
　５月３日（日）に朝日町で行われた「豊龍神社祭典奉納柔道
大会」では、小学生チームが準優勝に輝きました。また、米沢
市で行われた恒例の「春季柔道大会」では、第１回目となる一
般の部に、新社会人となった戸沢道場の卒業生  岸  大希さん

（神田）が出場し見事に初代王者となりました。お母さんも応
援にかけつけ、喜びを分かち合いました。

　４月23日（木）戸澤藩船番所にて、安全運航祈願祭
が行われました。この安全運航祈願祭は、最上川舟下り
に関わるすべての人に対する１年間の安全を祈願して毎
年行われており、今年も多くの来賓の方に見守られて開
催されました。 
　式典では神事が行われた後、出席者が神前に玉ぐしを
奉納し、１年間の安全を祈願しました。戸沢学園４年生
からは「最上川舟歌」が披露され会場を大いに盛り上げ
ました。

　４月27日（月）から４月29日（水）までの３日間に
わたり、第70回山形県縦断駅伝競走大会が開催されま
した。 
　本村からは、古川一琉さん、古川羽琉さん、石塚宇恭
さん、古川恵琉さんの４名がチームに参加しました。 
　古川一琉さんは、１日目の第９区（古口〜升形）で区
間賞と大活躍され、新庄最上チームとして総合６位入賞
に貢献されました。 
　選手の皆さんお疲れ様でした。

戸沢学園・鮭川中学校バレーボール部

 第７６回西川杯中学校バレーボール大会優勝!

スポーツを通じて健全な心身を！

１年間の安全運航を祈願

駆け抜けろ！山形県縦断駅伝競走大会
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　５月３日（日）～４日（月）、秋田県横手市にて「20
26横手スプリングカップ東北交流中学校バレーボー
ル大会」が開催され初出場しました。慣れない県外チ
ームとの対戦でしたが初日は大差で勝ち進みました。
２日目、準決勝は秋田のチームと、決勝戦では青森の
チームと試合を行い、粘り強いプレーで優勝を掴み取
りました。
　次の目標に向けて更なるご活躍を楽しみにしています。

戸沢学園・鮭川中学校バレーボール部

横手スプリングカップ優勝！

　５月14日（木）役場にて、日本母親大会連絡会 山形
県母親大会連絡会 岸　昌子 様が来庁され、第70回母親
大会のカンパをご寄附いただきました。
　母親大会様は、毎年開催時に参加者からいただいたカ
ンパを災害地域に配布しておられ、この度は今年２月の
大雪で災害救助法が適用された県内11地域へ配布して
いただきました。
　ご寄附、誠にありがとうございました。

第７０回母親大会のカンパをいただきました

　令和８年度当初予算は、一般会計で32億8,900万円、沖縄中部広域市町村圏の児童との交流などを行う、ふ
るさと市町村圏事業特別会計で1,124万円となりました。
　一般会計の中で最も金額の大きいものが衛生費（15億4,122万円）となり、主な事業としましては、可燃ご
み焼却施設であるエコプラザもがみ費として9億468万円、不燃ごみ処理施設であるリサイクルプラザもがみ費
として2億2,827万円、し尿処理施設であるもがみクリーンセンター費として3億9,286万円となっております。
次に金額の大きいものが消防費（12億1,680万円）となります。そのうち10億4,060万円が人件費となります。
なお、新消防庁舎が完成したことにより、総額で22億9,200万円の減額となっております。
　また、ふるさと市町村圏事業特別会計は、総額で例年並みとなっております。

●一般会計の主な事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：万円）
区　　　　　　　　分 令和８年度予算 対前年増減

総務費 27,642 △ 3,865
　広域交流センター「ゆめりあ」管理運営費 10,383 △ 148
衛生費 154,122 10,040
　エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）管理運営費 90,468 3,767
　リサイクルプラザもがみ（資源リサイクル施設）管理運営費 22,827 1,039
　もがみクリーンセンター（し尿処理施設）管理運営費 39,286 4,842
消防費 121,680 △ 243,577
　消防・救急業務運営費 121,680 △ 243,577
教育費 4,659 360
　教育研究センター管理運営費 4,636 359
公債費（借入金返済） 20,388 7,838

令和８年度　最上広域市町村圏事務組合予算の概要
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百寿　おめでとうございます百寿　おめでとうございます
今年度、百寿を迎えられる方々に賀詞が贈呈されました。皆さんとてもお達者で、年齢
を感じさせないほどお元気でした。これからも元気で明るく過ごしてください。

令和８年度の地区会長が決まりましたのでお知らせします。今後とも、各地区会の代表として村政へのご協力をよろしくお願いいたします。

令和８年度の地区会長が決まりました

地　　区　　名 会　　長　　名 備考 地　　区　　名 会　　長　　名 備考
岩 清 水 地 区 青 柳 雄 一 古 口 （ 裏 ） 地 区 和 田 弘 明
金 打 坊 地 区 松 田 洋 一 監　事 古 口 （ 下 ） 地 区 五十嵐　靖　海
津 谷 地 区 阿 部 和 雄 副長会・理事 上台・猪ノ鼻地区 門 脇 忠 夫
向 名 高 地 区 長 澤 吉 一 山 ノ 内 地 区 井 上 　 正 　
名 高 地 区 松 田 一 男 　 中 沢 地 区 甲 州 　 実
濁 沢 地 区 柿 﨑 雄 治 滝 ノ 下 地 区 安 食 勝 幸 監　事
神 田 地 区 岸 　 順 一 理　事 十 二 沢 地 区 秋 保 正 喜 理　事
杉 沢 地 区 阿 部 祐 一 下 本 郷 地 区 安 食 博 徳 理　事
野 口 地 区 佐 藤 　 繁 理　事 上 本 郷 地 区 阿 部 久 雄 　
上 松 坂 地 区 八 鍬 新 吾 　 畑 ケ 地 区 大 山 和 昭
下 松 坂 地 区 八 鍬 健 介 理　事 綱 取 地 区 田 中 年 春
向 松 坂 地 区 黒 坂 好 幸 　 元 屋 敷 地 区 今 坂 忠 夫 会長・理事
蔵 岡 地 区 山 﨑 　 昇 監　事 与 吾 屋 敷 地 区 早 坂 友 一
岩 花 地 区 星　川　美千也 片 倉 地 区 羽 賀 　 裕
出 舟 地 区 安 食 洋 一 理　事 平 根 地 区 八 鍬 耕 栄
真 柄 地 区 斉 藤 吉 浩 理　事 勝 地 地 区 田 中 　 満
古 口 （ 上 ） 地 区 富 樫 政 彦 副会長・理事 上 野 地 区 田 中 和 徳
古 口 （ 中 ） 地 区 芳 賀 文 夫 沢 内 地 区 阿 部 忠 一

※網掛けは、今年度より新しく地区会長になられた方です。

荒川　節子　さん 八鍬　キワ子　さん

木村　ギン　さん 大江　満榮　さん
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２０日（土）２１日（日）
　　　　　　　地区総体（後期）
２５日（木）５年生最上川ボート下り協力
２７日（土）～２９日（月）
　　　　　　　中井町夏期交流事業

　４日（木）中井町交流夏期
　　　　　　　　結団式・説明会
１３日（土）１４日（日）
　　　　　　　　地区総体（前期）
１６日（火）総合教育会議

６月の主な行事予定

　4 月 9 日、戸沢村スポーツ少年団 結団式が
行われました。戸沢ファイターズ、戸沢JVC、
戸沢道場柔友会、戸沢T＆Fの4団体が参加し、
各団体代表より決意表明がありました。式の後
には、みんなで体を動かしながら楽しむ時間も
ありました。
　今年度もがんばる団員のみなさんを応援して
います！

　4月24日、戸沢保育園にて「子どもの発達に関する保護者研修会」が行われました。講師として、山形
大学名誉教授および聖和学園短期大学学長補佐である三浦光哉先生をお招きし、幼児期における子どもの
発達状況の把握と早期支援の効果について講演していただきました。講演では、全国的な社会現象にもな
っている小学校1年生での不適応や、子どもの特性の理解について最新の情報を教えていただき、今後の
予防と対策について①市町村の取り組み②保育園の保育教育③保護者の子育て④成功事例・失敗事例から
学ぶという4つの視点で指導いただきました。誰一人取り残さない教育の実現のためにも、今回の研修会
で学んだことをそれぞれの立場で実践していきましょう。

　4月22日、戸沢学園にて「保小中一貫教育合同研修会」が行われまし
た。1年生の学校探検の様子を保小中それぞれの職員が参観し、子ども
達の学びの姿について意見交換を行いました。今年度も山形大学教授の
野口徹先生をお招きし、架け橋期（年長から1年生）カリキュラムの効
果的な実践について研修を行っています。未来につなぐ教育の実現に向
けて実践を深めていきたいと思います。

戸沢村スポーツ少年団 結団式！

「子どもの発達に関する保護者研修会」を実施しました！

「保小中一貫教育研修会」を実施しました！

　ほりばた接骨院の高
橋先生をお招きし、体
の動かし方やウォーミ
ングアップの方法を楽
しく学びました！

団員も随時大募集中です！

どんなに些細なことでも、

「気になっている」「困っている」と思ったら、

保育園、学校、教育委員会にご相談ください！！
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えほんの森　〜夏スペシャル〜
　
おにぎりに関する絵本の読み聞かせを聞いて、お鍋で

炊くごはんでおいしいおにぎりを作ってみよう！

　
日時：令和８年６月20日（土）　10時～12時
場所：戸沢村中央公民館図書室・調理室

※事前申し込みが必要となります。詳細は中央公民館
図書室までお問い合わせください！

タイトル：うどん対ラーメン
作 者 名：田中　六大
コメント：ほんとうにうまいのは、うどんか、ラー

メンか。いま世紀の対決が始まる！
　　　　　あのて　このて　あの技　あの術…
　　　　　互いの領域が展開し、にらみ合いが続く

戦場。
　　　　　そんな中、拮抗をやぶったのは　な、な

んとっ！！
　　　　　気になった方は、中公図書室へ今すぐ

Go ～！

ズートピア２／スティーブ・ベーリング
動物たちが平和に暮らす大都会ズート
ピア。警察学校を無事に卒業して警察
官となった、元詐欺師のキツネ・ニッ
クとウサギ初の警察官として以前にも
増して熱心に任務に挑むジュディがふ
たたびバディを組むことに！

イン・ザ・メガチャーチ／朝井 リョウ
孤独な中年男性、将来に悩む女子大生、
推しに夢中な女性会社員。アイドルを
巡る「物語」の渦の中で、３人の運命
が交錯する――。信じることは救いか、
それとも絶望か。
2026年本屋大賞受賞作品です。

私が死んだあとも愛する犬を守る本
／富田　園子

犬に遺産を相続できる？犬の命を救う
「遺言書」の書き方は？自分が倒れた
ときの緊急連絡先は？
飼い主の「もしも」に備え、愛する犬
を守るための知識・備え・セーフティ
ーネットを網羅した一冊！

戸沢村中央公民館図書室戸沢村中央公民館図書室

本のススメ　 本のススメ　 

vol.159vol.159

日 月 火 水 木 金 土

　
6/1 2 3 4

夜間

5

夜間

6

午前

7

休館

8 9 10 11

夜間

12

夜間

13

午前

14

休館

15 16 17 18

夜間

19

夜間

20

午前

21

休館

22 23 24 25

夜間

26

夜間

27

午前

28

休館

29 30 　
　 　 　

開館時間 ： 月・火・水　9：00～17：00
　　　　　  木・金　　　9：00～19：00
　　　　　  土　　　　　9：00～12：00

移動図書室（保育園）：6月17日（水）15:30～16:30

移動図書室（役場）：6月24日（水）13:30～15:30

今月は、戸沢村在住
カツオは止まると死んじゃうんだ
よ～回遊魚の如く part2～さん
の推し本をご紹介いたします！

☆第44
回☆

推し本紹介したい方大募集 !

お気軽にお問い合わせください☆
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　「
幼
い
頃
の
夢
と
今
の
夢
」 

八
年
　 

五
十
嵐
絢
平

　
僕
は
幼
い
頃
か
ら
「
大
工
」
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
は

モ
ノ
を
つ
く
っ
た
り
、
組
み
立
て
が
載

っ
て
い
る
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
今
は
、
そ
の
頃
と
少
し
変
わ

り
、「
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
建
築
デ
ザ
イ
ナ

ー
は
見
た
目
、
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
、
機

能
性
や
安
全
性
、
法
律
を
考
慮
し
た
り
、

他
に
も
建
物
の
美
し
さ
、
使
い
や
す
さ

等
を
工
夫
し
ま
す
。
僕
は
建
築
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
た
め
に
、
授
業
で
も
つ
く

る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
、
将
来
に

活
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　「
み
ん
な
を
え
が
お
に
し
た
い
」

四
年
　 

山
田
　
歩
佳

　
わ
た
し
は
し
ょ
う
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
た
い
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
今
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
て
、
み
ん
な
が

楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

わ
た
し
も
み
ん
な
を
え
が
お
に
し
た
い

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
て
、
み
ん
な
が

楽
し
く
え
が
お
で
生
活
で
き
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
」

六
年
　 

斉
藤
　
光
咲

　
私
の
将
来
の
夢
は
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
手
」
に
な
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
そ

の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
バ
レ
ー
を
習
っ

て
い
ま
す
。
始
め
た
こ
ろ
は
、
本
当
に

み
ん
な
の
よ
う
に
う
ま
く
な
れ
る
の
か

と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
だ
ん
だ
ん

と
み
ん
な
と
同
じ
く
ら
い
強
く
な
れ
た

気
が
し
ま
す
。
私
は
夜
に
、
ジ
ャ
ン
プ

力
の
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
腹
筋
を
毎

日
や
っ
て
い
ま
す
。
日
々
努
力
を
重
ね
、

明
る
い
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
バ
レ
ー

の
楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
夢
を
叶
え
る
た
め
に
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　
「
の
う
か
に
ぜ
っ
た
い
な
る
ぞ
」

二
年
　 

ま
つ
ざ
か
　
あ
き

　
わ
た
し
は
し
ょ
う
ら
い
、
の
う
か
に

な
り
た
い
で
す
。
わ
け
は
、
お
か
あ
さ

ん
、
お
と
う
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
ね
を
ま
い
た
り
、
ビ

ニ
ー
ル
が
け
の
手
伝
い
、
ト
マ
ト
や
パ

プ
リ
カ
を
と
っ
た
り
、
グ
ラ
ム
を
は
か

っ
て
ふ
く
ろ
に
シ
ー
ル
を
は
っ
た
り
す

る
お
て
つ
だ
い
を
か
ぞ
く
の
た
め
に
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
が
っ
こ

う
や
ほ
い
く
え
ん
に
と
ど
け
、
た
く
さ

ん
の
人
に
た
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

「夢」プロジェクト
　戸沢村の子どもたちに「夢」を持って過ごしてもらうため、戸沢学園の児童・生徒の皆さんに自分の夢につい
て考えてもらいました。子供たちが思い描く夢を紹介します。

ちびっこ美術館
　戸沢保育園の子どもたちは、自由な発想でたくさんの制作活動をしています。
ここでは子どもたちが一生懸命作った素敵な作品や活動の様子をご紹介します。

＜絵や文字をかくことは　子どもの「心」の表現あそび＞
　子どもたちの、「やってみたい」意欲から生まれる作品は、どれも制
作中の心の動きや葛藤やエネルギーが込められているもの。
　過程が楽しいものであるように、試行錯誤があるように、子どもの
思いを保育活動を豊富な知識で支えます。
　今、一斉に同じものを作る活動は殆ど無くなっています。
　必ず「私はこうしたい」を形にできるように工夫しています。

手型してみようよ!!

年長さんのコ
ーナーに登場
した手作り人
形「まろちゃ
ん」です! 大きなこいのぼり!!

テントウムシが
好きな物を書こう!

戸外で見つけた植物を透
明なテープで貼った飾り
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○寄附金の使い道　 ふるさと納税を通じていただいた寄附金は、以下の７つの事業に活用いたします。
１．子ども支援事業
２．福祉事業
３．教育・文化振興事業
４．まちづくり事業
５．環境保全事業
６．観光振興事業
７．その他の事業
（令和８年豪雪被害への支援寄附を含む）
　
○寄附金の実績・令和７年度
　寄附件数	 2,269件
　寄附額	 89,507,500円

「元気な農業機械取得応援事業」２次募集のご案内

河川一斉清掃の実施について

住宅の耐震診断をしてみませんか？

　令和８年度に農業用機械を導入される農業者（個人、法人）の方に、以下の補助金を交付します。
○対　　象　 １件10万円を超える農業用機械
○補助金額　 対象経費の６分の１以内（千円未満切捨て）※上限15万円
○応募期間　 令和８年６月15日（月）～令和８年７月15日（水）
　※予算の範囲内での交付となるため、応募多数の場合は審査を行います。（先着順ではありません）
　※１次募集で採択された方は、応募できませんのでご了承ください。
○問合せ先　 戸沢村産業振興課　農政係　☎0233-72-2527

　村内の河川一斉清掃を実施しますので、ご協力ください。この事業は、山形県と各市町村が主催する「きれ
いな川で住みよいふるさと運動」の一環として、戸沢村では各地区住民の参加により河川や地区内の清掃・美
化活動にこれまで取り組んできました。今年度は下記の日程により実施しますので、村民の皆さんの積極的な
参加をお願いします。※中止の場合は随時防災無線等でお知らせいたしますのでご了承ください。
○開 催 日　 令和８年６月28日（日）
　※ゴミ回収は午前６時30分より開始しますので、回収時間厳守の上で河川清掃へのご協力をお願いします。
○回収できないゴミ　 流木・土砂・農機具・家電製品・タイヤなどの粗大ゴミ
　※河川内にあるものでも回収できません。
○問合せ先　 戸沢村建設水道課　建設係　☎0233-72-2547

　戸沢村では、木造住宅の耐震化促進のため、耐震診断士による住宅の耐震診断及び改修計画の作成を補助し
ています。
○対象となる住宅　 昭和56年５月31日以前に着工した戸建住宅で、在来軸組工法による木造平屋又は２階建
　　　　　　　　　 ての住宅
○募集戸数　 ２戸（先着順）　　○募集期間　 令和８年６月１日（月）～令和８年11月30日（月）
○診断内容と費用（自己負担額）　 耐震診断業務・補強方針作成・補強計画作成（概算工事費の算出含む）
　　　　　　　　　　　　　　　  申請者負担額　13,000円～ 24,000円（内容によって変わります）
　　　　　　　　　　　　　　　  ※建物の構造や規模により費用が追加となる場合があります。
○問合せ先　 戸沢村建設水道課　建設係　☎0233-72-2547

戸沢村ふるさと納税　寄附金の使い道と報告

寄附額・寄附件数の推移
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令和８年度 戸沢村空き家解体事業費補助金のお知らせ
　戸沢村内にある空き家を解体する場合の解体費用の一部（補助率１ ／ ２・ 上限25万円）を補助します。
○補助対象となる空き家（次のすべてに該当する空き家）
•村内にある戸建住宅（長屋又は共同住宅を除く。）で、現在使用されていない建物。
•建替え・土地の譲渡を目的としていないこと。　•公共事業等による補償の対象となっていないこと。
○対象者の要件（次のすべてに該当する者）
•空き家の所有者またはその相続人（個人に限る） ・村税、使用料等の滞納をしていない者
•共有者又は複数の相続人がいる場合は申請者以外の共有者又は相続人から解体の同意を得られていること。
○補助金額
•空き家の解体工事費の２分の１以内で上限25万円 （家財道具の撤去、運搬、処分費も含む）。
　
○重要事項
•交付決定を受ける前に、工事の契約又は着手された場合には、補助金の対象となりません。
•令和８年９月末までに事前相談がされ、翌年２月末までに完了する解体工事が対象となります。
•各書類の提出期限が守られない場合は、補助金の支払いができないことがあります。
•建築物を解体することにより、翌年度より土地の固定資産税額が増額になる場合があります。
　
○受付期間　 令和８年10月30日（金）まで 
　　　　　　 ※予算には限りがあるため早期に終了する場合があります。
　
○問合せ先　 戸沢村建設水道課　建設係　☎0233-72-2547

令和８年度戸沢村老朽危険空き家解体事業費補助金のお知らせ
　戸沢村内にある空き家で住宅不良度判定基準による評定が合計100点を超えるものの解体費用の一部（補助
率１ ／ ３・ 上限100万円）を補助します。
○補助対象となる空き家（次のすべてに該当する老朽危険空き家）
•村内にある戸建住宅（長屋又は共同住宅を除く。）で、現在使用されていない建物。
•建替え・土地の譲渡を目的としていないこと。　　•公共事業等による補償の対象となっていないこと。
•住宅の不良度の判定基準による評点の合計が100点以上であるもの
○対象者の要件（次のすべてに該当する者）
•空き家の所有者またはその相続人（個人に限る）　•村税等の滞納をしていない者
•共有者又は複数の相続人がいる場合は、申請者以外の共有者又は相続人から解体の同意を得られていること。
○補助金額
•空き家の解体工事費の３分の１以内で上限100万円 （家財道具の撤去、運搬、処分費も含む）。
　
○重要事項
•交付決定を受ける前に、工事の契約又は着手された場合には、補助金の対象となりません。
•令和８年９月末までに事前相談がされ、翌年２月末までに完了する解体工事が対象となります。
•各書類の提出期限が守られない場合は、補助金の支払いができないことがあります。
•建築物を解体することにより、翌年度より土地の固定資産税額が増額になる場合があります。
　
○受付期間　 令和８年10月30日（金）まで
　　　　　　 ※予定件数を超える申込みがあった場合は危険性の高い住宅を優先させていただきます。
　
○問合せ先　 戸沢村建設水道課　建設係　☎0233-72-2547
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令和８年度特定計量器定期検査のお知らせ
　「取引」や「証明」に使用するはかりは、２年に１度の定期検査が義務付けられています。対象事業所の皆
様へ山形県計量協会より、検査通知が届きますので忘れずに受検してください。

検査種類 会　　場 期　　日 検査時間
集合場所検査 戸沢村役場 7 月 10 日（金） 午前 10 時 30 分 ～ 午後 2 時 30 分
所在場所検査 各 事 業 所 後日、別途通知があります。

○問合せ先　 一般社団法人山形県計量協会　☎023-644-9811　又は　戸沢村まちづくり課

戸沢村小規模事業者経営改善資金利子補給補助金
○事業の概要　 　村内での経営改善に取り組む小規模事業者の負担を軽減し、経営の安定及び発展を図る目的
　　　　　　　 で㈱日本政策金融公庫が行う融資について、３年を上限に利子の補助を行います。
○対象となる融資　 ㈱日本政策金融公庫の小規模事業者経営改善資金融資
　　　　　　　　　 ※R6.4.1 ～ R11.3.31の間に受ける融資に限る
○補　助　率　 償還利息の１／２以内を補助する
○対　象　者　 •村内に住所を有する小規模事業者で対象融資を受けた者
　　　　　　　 •村に納税の義務があり、その税等を完納している者
　　　　　　　 •対象融資の返済遅延がない者
○条　件　等　 •債務者の対象利子が発生した時から36 ヶ月以上を上限とします
　　　　　　　 •国の制度を活用しているため、制度の変更により事業を中止する場合があります

戸沢村企業立地等雇用促進奨励金

令和９年度コミュニティ助成事業の募集について

○目　　的　 戸沢村における企業立地の促進と村内企業の雇用機会の拡大を図るため、戸沢村内に工場等を新
　　　　　　 設または増設することにより、村内に住所を有する新規常時雇用従業員を雇用する企業者に事業
　　　　　　 に要する経費について、補助金を交付します。
○条　　件　 •投資固定資産の取得額の合計が100万円以上であること
　　　　　　 •申請を行った日から起算して１年前の日までに離職したものを除く新規常時雇用従業員の数が
　　　　　　　 １名以上であって、採用された日から交付申請を行う日まで戸沢村に住所を有していること
　　　　　　 •前号に規定する新規常時雇用従業員を1年以上雇用していること
○補 助 額　 奨励金の金額は、新規常時雇用従業員１人あたりの金額は30万円とし、新規常時雇用従業員の
　　　　　　 人数を乗じて得た額とします。

　一般財団法人自治総合センターから、宝くじの社会貢献活動として、コミュニティ活動に必要な備品や集会
施設の整備、安全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化への支援や地域の国際化の推進及び活力のある
地域づくり等に対して助成を行います。
　地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と社会福祉の向上に寄与す
るための事業です。
○募集する事業　 （1）一般コミュニティ助成事業　　（2）コミュニティセンター助成事業
　　　　　　　　 （3）地域防災組織育成助成事業　　（4）青少年健全育成助成事業
　　　　　　　　 （5）地域づくり助成事業　　　　　（6）地域の芸術環境づくり助成事業
　　　　　　　　 （7）地域国際化推進助成事業
○応 募 期 間　 令和８年７月10日(金)　　　　○応 募 先　 戸沢村まちづくり課　企画調整係

戸沢村まちづくり課からのお知らせ　○問合せ先　0233-72-2152
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春季農業用廃ビニール類の一斉回収について
○回収日程　令和8年6月25日（木）

▶戸沢地区　神田ライスセンター　　 午前 9 時 00 分から 11 時 00 分まで

▶古口地区　真柄集荷場前　　　　　 午後 1 時 00 分から 1 時 45 分まで

▶角川地区　農村環境改善センター　 午後 2 時 00 分から 2 時 30 分まで

上記日程のうち、各位の都合のよい時間と場所を選んで運搬ください。上記の期日以外は回収いたしません
ので、それ以外は全額自己負担で産業廃棄物処理業者に処分を依頼してください。

○回収処理費用の負担金について
　農家負担金は廃ビニール類１㎏あたり税込み32円、育苗類箱は１枚あたり32円といたします。負担金は、
回収時に重量を計測しますので、現金でお支払い願います。

■回収するのは、農業用ビニール、ポリ、肥料袋、育苗箱、農薬プラビン等です。
○気を付けていただきたい点
　•廃ビニール類についた泥などを落として、できるだけ軽くしましょう。
　•野菜くずや針金が入らないようにしましょう。
　•運搬しやすいように肥料袋に入れたりして、小さく束ねましょう。
■ビニールハウス、畦マルチ、シートマルチ等農業用ビニール類は、使用済になると法的に処分しなければな

らない「産業廃棄物」になります。不法投棄や野焼き等、不適切な処理は法令により禁止されています。適
正に処理し自然環境を守りましょう。

○問合せ先　 もがみ中央農協戸沢営農センター　☎0233-72-2104

もの忘れが気になったら！

住み慣れた地域で　自分らしく　いつまでも

認知症になっても住みよい地域をともにつくる

戸沢村認知症初期集中支援チーム

に、お気軽にご相談ください。　もの忘れと認知症は違います。

「認知症かな？」と思ったけど内科の治療で症状が改善した例もあります。

早めの相談、早めの対応で、守れるくらしがあります。

【連絡先】戸沢村地域包括支援センター　☎0233-32-0661

新やまがた就職促進奨学金返還支援事業　応募者募集
　山形県及び県内市町村では、将来の担い手となる若者の県内回帰・定着を促進するため、「新やまがた就職
促進奨学金返還支援事業」を実施しています。この事業では、奨学金の貸与を受ける学生の皆さんが、卒業後
に村内・県内に定住・就業した場合に、奨学金の返還を支援します。
○募集内容　 ■やまがた若者定着枠　（定員　県全体で230名）
　　　　　　 •対象奨学金：（日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、戸沢村教育振興修学資金）
　　　　　　 •募集時期：令和８年５月18日（月）～６月30日（火）　17時必着
○支 援 額　 ２万６千円×令和８年４月以降に奨学金の貸与を受ける月数　※在学中の申請が必要です。
　
詳しい応募要件や申込み方法などは、QRコード又は県ホームページをご覧ください。
「新やまがた就職促進奨学金返還支援事業」で検索
○問合せ先　 戸沢村共育課　学校教育係　☎0233-72-3242
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①児童手当
　家庭等における生活の安定と、次代の社会を担う児童の
健全な育成のために支給される手当です。
•対象者　０歳から高校卒業までの児童を養育している方
•支給時期　４月、６月、８月、10月、12月、２月にそれ
　　　　　　ぞれ前月分までの手当を支給します。
　②児童扶養手当
　ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進のために支給さ
れる手当です。
•対象者　ひとり親家庭の父母または養育者
•支給時期　１月、３月、５月、７月、９月、11月に支給
　　　　　　されます。
　③特別児童扶養手当
　精神又は身体に障害を有する児童に対して、福祉の増進
を図るために支給される手当です。
•対象者　20歳未満で精神又は身体に障害を有する児童を
　　　　　家庭で養育している方
•支給時期　 ４月、８月、12月に支給されます。
　
○問合せ先　 戸沢村健康福祉課　福祉係　☎0233-72-2364

児童手当 ・ 児童扶養手当 ・ 特別児童扶養手当について

肺炎球菌ワクチン予防接種費用の助成について

最上広域青少年指導センター　若者社会参加支援　巡回相談のお知らせ

　高齢者肺炎球菌ワクチンは、肺炎球菌による肺炎を予防するワクチンです。対象者の方は、高齢者肺炎球菌予防
接種の費用の補助を受けることができます。対象の方には誕生日を迎えた月の翌月に個別通知を送付しております。
○接種対象者　
•65歳の方（65歳の誕生日の前日から66歳の誕生日の前日までの方が対象となります）
•接種時に60 ～ 64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害がある方（身体障がい者手帳１級）
　※個別通知は送付しておりませんので、ご希望の方は健康福祉課までご連絡ください。
○補助額及び自己負担額

　
※R8. 4. 1 ～ワクチンの種類が変わり、補助額及び自己負担額の料金が変更になりました
○問合せ先　 戸沢村健康福祉課　健康推進係　☎0233-72-2364

　最上広域青少年指導センターでは、コミュニケーションが苦手で社会参加に不安を持つ若者、高校中退の若
者、就労していない若者、ひきこもり状態の若者を対象に相談活動を行っています。
　何か悩みを抱えている、悩みとまではいかないけれど誰かに話を聞いてほしいと考えている方（ご家族）、
お気軽にご相談ください。
○相 談 日　 令和８年６月11日（木）	 ○時　　間　 午前９時30分～ 11時30分
○場　　所　 戸沢村中央公民館　３階研修室	 ○相 談 料　 無料
○問合せ先　 最上広域青少年指導センター　新庄市教育委員会　社会教育課内　☎0233-22-2111（内線464）

医　療　機　関 補　助　額 自　己　負　担　額
戸沢村中央診療所

6,000 円／回
6,000 円／回

村外医療機関 接種料金より補助額（6,000 円）を
引いた額をお支払いください。

•支給額（月額）
児童の年齢 児童手当の額
３歳未満 15,000 円

第３子以降
30,000 円３歳以上

高校終了前 10,000 円

•支給額（月額）　令和８年４月～
　 児童１人目 児童２人目以降
全部支給 48,050 円 11,350 円
一部支給
　

48,040 円～
11,340 円

11,340 円～
5,680 円

※所得に応じ支給され、児童２人目以降は加算されます。

•支給額（月額）　令和８年４月～
級 支給額
１級 58,450 円
２級 38,930 円

※受給資格者もしくは扶養義務者の前年の所得が一
　定の額以上のときは支給されません。
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　麻しんとは、麻しんウイルスによって引き起こされる急性の全身感染症です。感染力が非常に強く、同じ部
屋にいるだけで感染することがあります。また免疫を持っていない人が感染するとほぼ100％発症すると言わ
れています。山形県では2017年に流行がみられて以降報告はありませんが、今年に入って国内での報告数は増
加しています。現在、輸入事例が多く報告されていますが、国内での感染事例もみられています。
　
○症状
　感染すると約10日後に発熱や咳、鼻水、目の充血といった風邪のような症状が現れ、２～３日熱が続いた後
39度以上の高熱と発しんが出現します。肺炎、中耳炎を合併しやすく1000人に１人の割合で脳炎を発症します。
○感染経路
　空気感染、飛まつ感染、接触感染でヒトからヒトへ感染します。周囲への感染可能期間は、発症日の１日前
から解熱後３日間を経過するまでの期間で、発症前から感染力があります。
○予防方法
　手洗いやマスクだけでは予防することができません。最も有効な予防法は麻しん含有ワクチンの接種です。
２回接種することで発症予防と重症化予防の効果があり、さらに周囲へ感染を広げるリスクも下げることがで
きます。定期接種として１歳と就学前の２回接種が行われています。過去に２回の予防接種を受けているかど
うか、母子健康手帳などで確認しましょう。
　今まで麻しんにかかったことがなく、接種歴が１回以下の方は、免疫が不十分の可能性があるので追加接種
を検討しましょう。

 ○麻しん（はしか）を疑う症状がある場合の対応
　麻しんを疑う症状がある場合は、外出を控えるとともに、受診する場合には、事前に医療機関に連絡の上、
医療機関の指示に従ってご対応いただくようお願いいたします。
　
○問合せ先　　最上保健所　保健企画課
　　　　　　　〒996-0002　新庄市金沢字大道上2034　☎0233-29-1268

麻しん（はしか）について

総合健診・人間ドックを申込みましたか？
　総合健診・人間ドックの申込みを行った方には、４月末に日程案内を送付しております。申込みを行ったに
もかかわらず日程案内が届いていない際には、健康福祉課健康推進係までご連絡ください。なお、問診票・検
査キット等は、健診日の３週間から１ヶ月前に最上検診センターから送付されます。
※新規申込みや日程変更・キャンセルについては　最上検診センターでの受付になります。
お手数ですが最上検診センターまでご連絡くださいますようお願いいたします。
○問合せ先　 •戸沢村健康福祉課　健康推進係　☎0233-72-2364　（日程案内について）
　　　　　　 •最上検診センター　☎0233-23-3411（新規申込み、日程変更、キャンセルについて）

歯周病検診実施中 　5 年に1度のチャンスです！歯周病検診で歯を失う前に予防しましょう
○対 象 者　 20歳から70歳までの５歳刻みの方（対象の方には個別通知をしております）
○料　　金　 500円（通常5,000円の検診）
○実施期間　 令和８年６月１日から令和８年12月31日まで
　　　　　　（年末の休診日につきましては歯科医療機関へお問い合わせください）
○受診方法　 歯科医療機関へ電話で申込みをしていただき、村から送付された受診券を持参のうえ受診をして
　　　　　　 ください。
○問合せ先　 戸沢村健康福祉課　健康推進係　☎0233-72-2364
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○内　　容　 県立新庄病院 薬剤師様の講演や座談会など
○日　　時　 2026年６月27日（土）午前９時30分から午前11時30分
○場　　所　 最上センター薬局３F（県立新庄病院となり）
○会　　費　 資料代300円（会員は無料）
○対 象 者　 人工肛門・膀胱所有者とその家族
○問合せ先　 公益社団法人　日本オストミー協会山形県支部　事務局　阿達　☎090-7934-6512

○対　　象　 新庄北高等学校の卒業生
○日　　時　 令和８年８月１日（土）　総会：午前11時30分～／懇親会：午後12時50分～
○参 加 費　 8,000円	 ○会　　場　 ニューグランドホテル新庄
○定　　員　 200名程度	 ○申込締切　 令和８年７月18日（土）
○申込み・問合せ先　 ☎080-5712-0343（柏倉）　mail：shinjokitako@gmail.com

　人権擁護委員が日頃のお悩みについて相談承ります。※予約は不要です
○日　　時　 令和８年６月４日（木）午前９時から正午　　
○場　　所　 戸沢村中央公民館　　　○参 加 費　 無料　　　
○問合せ先　 山形地方法務局新庄支局　☎0233-22-7528

　令和９年４月に新しく開校する夜間中学に入学を希望する方に対し、教育内容・学習環境・入学制度につい
ての説明会を行います。
○対　　象　 夜間中学に入学を希望する方や、そのご家族など
○日　　時　 最上地区　令和８年７月16日（木）午後６時30分から　
○場　　所　 ゆめりあ　会議室
○申込み・問合せ先　 山形県教育局義務教育課多様な学び推進室　☎023-630-2407

１.　受験資格
（1）年齢（Ａ・Ｂ区分共通）　令和９年４月１日時点で36歳未満の方
（2）条件
　•Ａ区分　学校教育法による大学（人事委員会が同等と認める方を含む。短期大学を除く。）を
　　　　　　卒業した方、又は令和９年３月31日までに卒業見込みの方。
　•Ｂ区分　警察官Ａ区分以外の方
２.　第一次試験日	 •Ａ区分：令和８年７月12日（日）
	 　申込締切　令和８年６月15日（月）同日消印有効
	 •Ｂ区分：令和８年９月20日（日）
	 　申込締切　令和８年８月24日（月）同日消印有効
３.　受験案内、受験申込書の入手方法
　　　•新庄警察署、駅前交番、各駐在所などで受け取ることができます。
　　　•山形県ホームページからダウンロードできます。
４.　問合せ先　 新庄警察署警務課　☎0233-22-0110

オストメイト最上地区研修会について

山形県立新庄北高等学校同窓会のお知らせ

人権なんでも相談所の開設について

県立夜間中学　学校説明会

山形県警察官（Ａ・Ｂ区分）募集



村の人口と世帯
（4月末現在） 3,689人（－15人）〈男1,768人（－6人）、女1,921人（－9人）〉1,477世帯（－3世帯）※（  ）内の数値は、3月末との比較
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①星川　昇さん・麻奈美さん

②松坂

③癒し担当のいろはちゃん。みん

　なからのたくさんの愛情を受け

　とって、元気に大きくなってね

ほしかわ

星川　いろは ちゃん

　村の将来を担う子どもたちの健やかな成長をお祝いすると
ともに、これからも元気で育ってほしいとの願いを込めて、
戸沢村の満一歳になるお子さんを紹介します。今月は５月に
満一歳を迎えた子ども達です。（①ご両親の名前  ②地区名 
③ご両親からお子様へのメッセージ）

満一歳児（５月生まれ）満一歳児（５月生まれ）
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　•毎週水曜日

　　午後５時１５分～午後７時

　•６月２８日(日)

　　午前９時～午前１２時

　ご予約はお電話か下記ＱＲコードから

　お願いします。

　

https://logoform.jp/f/mvNgP

ご予約・問合せ先： 

住民税務課住民生活係　☎0233-72-2326

月 火 水 木 金
1 2 3 4 5

午前 ○ ○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○ ○

8 9 10 11 12
午前 ○ ○

休館日
○ ○

午後 ○ ○ ○ ○
15 16 17 18 19

午前 ○ ○
休館日

○ ○
午後 ○ ○ ○ ○

22 23 24 25 26
午前 ○ ○

休館日
○ ○

午後 ○ ○ ○ ○
29 30 　 　 　

午前 ○ ○
　 　 　

午後 ○ ○

みんなですっぺ！健康づくり
令和8年6月戸沢村保健センター予定表
午前（8：30から12：00）午後（13：00から17：00）

•健診などで保健センターが利用できない日は
　各所へ出前講座も行います。
【問合せ先】包括支援センター　☎0233-32-0661
　　　　　　保健センター　　　☎0233-72-3468

マイナンバーカード
延長・休日窓口やっています

（事前予約制）

議会傍聴のお知らせ
戸沢村議会だより（No.159）に掲載しました６月定例会の日程が変更になりましたのでお知らせいたします。
○戸沢村議会第２回６月定例会　令和８年６月17日（水）から６月19日（金）
本会議は、インターネットでもご覧いただけます。　○問合せ先　戸沢村議会事務局　☎0233-72-2113


